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青山商事株式会社（本社：広島県福山市／代表取締役社長：青山理
おさむ

）は、「洋服の青山」と「神戸大学」の

産学共同研究により肩への着圧が 5 分の 1 になることを実現したスーツを、10 月 10 日（木）から全国の洋服

の青山および、公式オンラインストアで発売します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

これからの季節は、ジャケットを要望する方が増え「見た目はキチっとしたスーツでありながらも楽に着用

したい」という声があがっています。そこで、長年「洋服の青山」で培ってきたメンズテーラードの技術にレ

ディスウエアの発想を取り入れることで、従来品よりも肩の可動域が広い着心地の良いスーツを完成させまし

た。今回は、神戸大学で衣服圧を研究している井上真理教授へ相談する事により『産学共同研究』が実現。共

同研究「特別縫製仕様によるスーツ着用時の衣服内圧の比較検証」により、動きやすさを数値化しました。 

ジャケットの特徴は、肩の可動域の広がりと着用時の軽さ柔らかさを表現するために、従来のアームホール

全体を縫いつける伝統的な縫製から、レディスウエアの特徴でもある縫い付け箇所を少なくしながらも強度を

持たせる縫製に変更しました。メンズだけでなくレディスの縫製にもこだわっているからこそ、新たな発想で

手掛けることのできた企画です。また表地は、この縫製によるメリットを引き出すため独自開発したポリエス

テル素材を採用。イージーメンテナンスと着心地の楽さを追求しつつも、これまで培ってきた立体縫製の技術

により、キチっと見えするスーツとなっています。 

 

 

 

 

 

2024年 10月 10日  

《本件に関するお問い合わせ先》 

青山商事株式会社 東京オフィス 広報部 高橋、濱野 

〒110-0005 東京都台東区上野 4-5-10 青山上野ビル 7 階 

ＴＥＬ:03（5846）5656  MAIL: pr@aoyama-syouji.co.jp 

 

神戸大学と共同研究した「肩くるしくないスーツ」が洋服の青山に誕生！ 
10月 10日より全国発売開始 

スーツ着用時の動きやすさを数値化した産学共同研究 
メンズテーラードの考え方を一新、レディスウエアの発想で手掛けたスーツ 

【商品概要】 

商品 肩くるしくないスーツ（①パーソンズ 品番：146003、146004 / ②リーガル 品番：RGF001） 
色 ①ブラック、ネイビー、グレー ②ネイビー、グレー 
素材 ポリエステル 100％ 
サイズ ①YA3～BE8（全 23 サイズ） ②A3～BE8（全 18 サイズ） 

※色によっては展開していないサイズがあります。 
販売価格 税込 32,890 円 
販売店舗 洋服の青山全店、洋服の青山公式オンラインストア 

※記載情報はリリース発表時現在のものです。 

特設ページ URL：https://www.y-aoyama.jp/campaign/flexarm_suit/ 

https://www.y-aoyama.jp/campaign/flexarm_suit/
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■商品着用イメージ 

アームホールの縫い付け箇所を少なくすることで、肩の可動域が広がり、普段の何気ない仕草でも突っ張る

ことがなくストレスを軽減させます。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

■産学共同研究データ 

S1 が従来のスーツ、N2 が肩くるしくないスーツです。横軸の時間に沿って手を挙げたり回したりする動作

を行った時の衣服圧が縦軸となっています。縦軸の値が大きいほど体にかかる圧力が大きく、動きにくいこと

を示します。※特別縫製仕様によるスーツ着用時の衣服内圧の比較検証 

この研究により、最大で衣服圧が 5 分の 1 になることが証明できました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

S1：従来のスーツ N2：肩くるしくないスーツ 

＜左腕＞ ＜左背中＞ 

＜左腕＞ 

※共同研究は、青山商事株式会社より研究経費、生地及びスーツの提供を受けて実施されましたが、共
同研究の成果に関係する、データの管理や統計・解析に同社の関与はありません。 
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■神戸大学 井上真理教授 プロフィール 

1997 年：神戸大学発達科学部講師、2000 年：同助教授、大学院総合人間科学研究科併任 

2007 年：大学院人間発達環境学研究科准教授 

2013 年：大学院人間発達環境学研究科教授（～現在） 

2020 年：神戸大学附属中等教育学校校長（～2024 年３月） 

2020 年：一般社団法人日本繊維機械学会会長・代表理事（～2024 年５月）、現監事 

専門は被服学、繊維工学、感性工学 

 

衣服・繊維製品の着心地、使い心地は感覚的なものですが、それを素材特性から捉え数値化し、布の風合い、

温熱的快適感、動きやすさを客観的に評価する研究を行っています。 

今回の共同研究では、動きやすさを数値化するためにスーツを着用して動作した時の着圧（衣服圧）を測定

しました。人によって圧がかかる部分が異なるため、着圧センサーの装着に苦労しました。実際に腕の上げ下

げによる着用感の違いははっきりしていましたが、データとしてここまで差が出るとは思いませんでした。 

■担当者コメント（商品部 高橋拓也） 

今回の商品は、これまでメンズテーラードでの考え方を一新する商品企画とな

っています。メンズウエアは、着用時の見た目を重視する傾向にあり、アームホ

ール全体を縫いつける伝統的な縫製により、スーツの完成度を上げていました。

一方レディスウエアは、バスト回りなども考え、より可動域を広く取るために縫

い付け箇所を少なくしながら強度を持たせる縫製となっています。これまでに、

メンズテーラードではなかったレディスウエアの考え方を取り入れることで、肩

の可動域が広い着心地のスーツを実現することができました。 

また、神戸大学との共同研究をすることで、当社の技術の高さを証明すること

ができました。気温が下がるこれからの季節にビジネスパーソンの支えとなって

欲しいと考えています。 

■特設サイト 

 

 

 

 

 

 

 

特設ページ URL：https://www.y-aoyama.jp/campaign/flexarm_suit/ 

https://www.y-aoyama.jp/campaign/flexarm_suit/

